
































乳幼児突然死症候群(以下 SIDS と略)は 1979 年第 9回の国際死因分類の中で 798.0 として

正式に登録された。小児科学においてはその疾患概念の変遷をみる場合、欧米の著明な教

科書の記載を追ってみることが参考となることが多い。この点からいわゆる Nelson の教科

書をみると、1975 年 10 版においては Sudden unexpected Death in Infancy として

M,Valdes-Dapnea によって記載されており、1979 年 11 版においては原因が明らかとなった

SuddenInfant Death Syndrome として 

1)肝における phosphoenool pyruvate carboxiraseという gluconeogenesis に関与する酸

素の活性低下のもの。 

2)Primary Failure of Respiratory Regulation(Ondine の呪い)という hypercapnia に対

する中枢の感受性低下を原因とするもの。をあげ、その他を総合的にとりあげている。 

SIDS に関する最近の文献を 6年間にわたって索引すると、日・独・英文にて約 480 に達す

る情報量である。勿論この中には動物実験、綜説もふくまれるが、疫学、臨床的観察など

にわたって有益な示唆に富むものが多く、今後の創造的研究に資しうるとも考えられるの

で主として臨床、疫学に焦点をあわせて、その概略を記すこととしたい。なお数量的な実

測値に関しては原著の紹介を記したので、それを参照されたい。(なお必要な文献は総合班

に御請求があれば提供出来るようになっている。) 


